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ラットフォームである「YxS Ad Platform」

によるデジタル広告配信サービスを提供し

ています。

　読売グループが保有する530万のID属

性に加えて、グループ各社が運営するサイ

トの閲覧履歴など2.4億ユニークブラウザ

分のデータを蓄積したデータ基盤である

「yomiuri ONE」、インターネット接続テレ

ビ1000万台分のテレビ視聴データを持

つ SMN 社の「TVBridge」、800万 ID を

抱える大日本印刷のハイブリッド書店

「honto」のアクセスデータも活用可能で、

　そこで、当社が持つあらゆるメディアコ

ンテンツを活用した効率的なPR、さらに

実収入につながるイベントを展開する新企

画を立案し、各自治体に働きかけました。

現在は「魅力ある事業」として、県内40

市町村のうち35市町村が協賛しています。

　事業の主な内容は①首長が自慢の一品を

紹介する特集紙面②地域活性化アイドルが

ナビゲーター役で各市町村を訪ね、逸品を

紹介する連載記事及び

動画配信③物産フェア

の開催――の三つです。

　事業の目玉が物産

フェアです。2年前まで

は青森、弘前両市で開

催し、2日間で約1万5

千人が来場しました。

さらに、22年からは全

国的に有名な八戸市の

館鼻岸壁朝市にもブー

3マス媒体を起点とするデータマーケティ

ングを可能にしました。

　YxS設立2年目の23年度は、自動車

メーカー、外資系製薬会社、大手金融会社

などから、すでに前年度を上回る件数を受

注しています。また「yomiuri ONE」とタ

イアップページを組み合わせ、ユーザー分

析とターゲティング広告配信を繰り返し

行い、広告キャンペーンを総合的にプロ

デュースした事例もあります。

　イノベーション本部では、データをはじ

めとするグループ資源を総合的に活用し、

よみうりランドのイベントや、東京ドーム

の大型ビジョン、読売旅行の主催ツアーな

ど新聞以外のさまざまなタッチポイント

も生かして、広告主と生活者をつなぐため

の提案を生み出していきます。
※各種データは、2023年11月1日現在

スを出店し、大きな関心を集めました。

固定ファンも多く、今では秋の恒例行事

として人気を呼び、来場者からは「一度

にいろいろな市町村の特産品を買うこと

ができてうれしい」という声が多く寄せ

られています。

　中には、フェア後、もう一度購入したい

と現地を訪れる県民もいます。まさに事業

の狙いはそこにあります。「地域のために」

をさらに推進していくため、今後、より一

層、魅力ある事業を展開していきたいと考

えています。

　読売新聞東京本社は、2023年6月に社

長直属部署と広告局の一部を再編・統合し、

イノベーション本部を新設しました。新聞

社らしい公共性・公益性を兼ね備えた営業・

企画立案部署として、読売新聞グループの

リソースも活用しながら、広告に限らない

さまざまな課題解決を提案していきます。

　 グ ル ー プ リ ソ ー ス 活用 の 一例 が、

「YOMIURI X-SOLUTIONS（YxS）」です。

ソニーグループでマーケティングテクノ

ロジー事業を行うSMN株式会社との業務

提携を通じて設立し、独自の広告配信プ

　東奥日報社は、青森県内の多彩な食と

物産の魅力を県内外に発信する「うまい

森青いもり事業」を2016年から実施し

ています。

　青森県の食と言えば、「大間のまぐろ」

やリンゴが全国的に有名ですが、その他に

も全国に誇れる県産品が多数あります。し

かし、多くの市町村が、効率的にどうPR

すればよいか、悩んでいました。

多岐にわたり展開する新聞社の事業やサービスを紹介します。
タイトルには「新聞社の多彩な取り組みが芽吹き、さまざまな分野で貢献する
樹木に育つように…」という思いを込めました。新聞社の芽
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データマーケティングで
広告主と生活者をつなぐ提案

「うまい森青いもり」で県の魅力発信

2023年5月29日付

22年11月29日開催の物産フェア（青森市）

詳しくはこちらから
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全国トップクラスの地域。日本が世界の中

でも長寿国になっていることを考えると、

長野県は世界に誇る長寿県である、とも言

えます。「人生100年時代」とも言われる

中、単に命を長らえるだけでなく、心身と

もに健やかに生きる「健康長寿」への県民

の関心は、年を追うごとに高まっています。

　「信州健康長寿研究室」は、健

康長寿のための取り組みへの機

運を高め、長野県をその関連産

業の先進地域にすることを目指

してスタートしました。その最

初として、広くこの狙いを知っ

てもらうために24ページの別

刷り広告特集を発行しました。

　特集紙面では、「自分の内面

に気づいて、自分をよりよく整

える『マインドフルネス』に取り

組もう」（『スタンフォード・ソー

シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン・レ

歴史を紹介する記事だけでなく、紙面で何

か記念に残ることができないか」――。特

集の広告面では、両町の担当者と議論を重

ねた末に、地元出身の画家・池原昭治さん

に二つの踊りを新作として描いてもらい、

特集の目玉となる見開き2ページの広告が

実現しました。

　池原さんは、テレビ番組「まんが日本昔

ばなし」の作画担当などで知られる画家で

ビュー日本版』共同発起人の井上英之さ

ん）、「世界の視点から気づく信州の発酵食

の魅力と価値」（世界の台所探検家、岡根谷

実里さん）など、さまざまな立場から健康

長寿のあり方を提案。長野県内各地の特徴

的な取り組みも紹介しながら、「信州で心

豊かに長い人生を生きていこう」と訴えか

けました。

　続いて信濃毎日新聞が提供する「信濃毎

日新聞デジタル」内に「信州健康長寿研究

室」のサイトを開設。別刷り紙面では収め

きれなかった、識者の考え方や思いを深掘

りして伝えています。同サイトではさらに、

健康長寿に特化した情報や製品販売など、

新たなコンテンツを増やしていく予定。ス

ポンサーや地域住民

とともに、「一生楽し

める地域」づくりに寄

与したいと考えてい

ます。

す。短い制作日数でしたが、里山ののどか

な風景の中、素朴で愛らしい踊り手たちが

舞い踊る素晴らしい作品を仕上げてくれま

した。紙面は関係者に好評を得て、うち綾

川町は池原さんの原画を購入。23年8月下

旬に行われた「滝宮の念仏踊」では、原画

を印刷した竹製のうちわを制作し、奉納会

場で来場者に配布しました。

　登録された二つの風流踊は、毎年のよう

に水不足に悩まされる香川県を代表する

「雨乞い踊り」です。とはいえ、全国的に

知名度の高い行事ではありません。地域の

人々が黙々と懸命に守り伝えてきた踊りで

す。そうした伝統行事は今回登録されたも

のに限らず、香川県にも全国にも多数存在

し、いずれも少子化などに伴う担い手不足

に直面しています。郷土の宝である民俗芸

能の保存継承に、地方紙として記事はもち

ろん、広告でも貢献できるはずだとの思い

を新たにしました。

　 信濃毎日新聞 は2023年7月、創刊

150周年を迎えました。その節目を記念

して、高齢化社会を心豊かに“生き抜く”た

めのプラットフォーム「信州健康長寿研究

室」を立ち上げました。

　長野県は、平均寿命の長さとともに、自

立した生活を続けられる「健康寿命」でも

　2022年11月、国連教育科学文化機関

（ユネスコ）の無形文化遺産に24都府県の

風
ふ

流
りゅう

踊41件が登録されました。香川県か

らは「綾子踊」（まんのう町）と「滝宮の

念仏踊」（綾川町）の2件が含まれ、四国

新聞は23年3月24日付で本紙8ページの

登録記念特集を掲載しました。

　「登録は古里の踊りを受け継いできた

人々にとって、これ以上ない喜び。踊りの
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心豊かに長寿社会を生きるためのプラットフォーム
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地域の民俗芸能、継承の契機に
ユネスコ無形文化遺産登録特集

2023年3月24日付15面 3月24日付18・19面

2023年7月5日付（別刷り特集） 詳しくはこちらから


